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11月６日（日）産業文化祭での消火器体験
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熊
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ら
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落
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。

　

今
月
号
の
「
あ
ゆ
み
だ
よ
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。
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あ
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ょ
う
。（
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）
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 住　所 氏　名 性別 保護者

豊　内　大野　里
り な

奈　女　兼　司

緑　町　伊佐　娃
あい

花
か

　女　　翼　

上早川　工藤　　薫
かおる

　男　恵　介

船　津　山田　大
たかひろ

紘　男　暉　竜

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,184 １

女 5,816 △７

計 11,000 △６

世帯数 4,312 ２

平成28年10月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

10月10日（月）～11月10日（木）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①鶏むね肉は、刺身のように７

～８㍉のそぎ切りにしてＡで
下味を付けて10分程度待ち

ましょう。

②カブは、皮をむいて４～８等
分に切ります。

③鍋にＢを入れ煮立たせたら、

カブを加え柔らかくなるまで

約５～６分程フタをして煮ま
す。

④肉に薄く片栗粉をまぶし、余

分な粉を落として１枚ずつ③

に入れていきます。じっくり

弱火で煮て火を通すことが大

事です。

⑤煮汁にとろみがついてきたら

カブの葉を加えて煮上げます。

※カブは、根も葉もすべて食べ

ることができます。葉にも

ぎっしり栄養が詰まっている

ので、ぜひ捨てずに調理して

食べましょう。

　　春の七草のスズナとしても

知られるカブは、古く江戸時代

から食べられていたそうです。

　とても栄養価の高いカブは、

胃もたれや胸やけを抑えたり抵

抗力を高めたりするビタミンＡ

が多く含まれ、身体の調子を整

えてくれます。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

カブの治部煮

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　船　津　稲葉　　司

　　妻　熊本市　松本　明美

　　夫　熊本市　梅田　秀昭

　　妻　豊　内　坂本　　蛍

　　夫　船　津　松本　直樹

　　妻　糸　田　守田みゆき

材料（４人分）

カブ …………………………２個
（あればカブの葉……………少し）
鶏むね肉 ……………………２枚
酒 …………………大さじ１
しょうゆ …………大さじ１
片栗粉 ……………大さじ２
水 …………………２カッブ
だしの素 …………小さじ１
酒 …………………大さじ２
みりん ……………大さじ２
しょうゆ …………大さじ３

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

津志田　山本　靖男　72　明　子

糸　田　松野　保博　88　誉　弘

小　鹿　大久保德夫　82　満　子

仁田子　大西　三郎　77　貞　子

東寒野　北岡　久子　93　久　子

糸　田　大塚　　勲　95　八さ子

田　口　梅本　久子　93　博　之

豊　内　大瀧　公一　70　奈美枝

安　平　伊豆野英紀　76　トクノ

府　領　塚本アヤ子　101　アヤ子

豊　内　嶋津　眞一　77　幸　子

早　川　野口ツユ子　83　清　春

早　川　濵田マスヱ　92　マスヱ

中横田　松並　保美　65　保　美

［

［
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